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要旨当館情報システムのダウンサイジングと分散化に向けて一連の実験を行ってい

る。その際のキーワードは「データの標準化」であり、具体的にはSGMLの適用を試

みている。本稿では、当館蔵マイクロ資料目録データを素材として、SGMLによるデ

ータ記述法とデータ変換法、SGMLデータと文字列検索エンジンを基盤とした検索シ

ステムおよび版下原稿作成の試作について述べる。
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1．はじめに

国文学研究資料館は人文学系大学共|可利用機関の一つで、国文学・史学研究

に関する資料の調査・収集・整理・保存、及びこれらを研究者に公開すること

を目的としている。当館が対象とする資料は主に明治初期までの写本・版本で、

これらをマイクロフィルム資料として収集し、紙焼写真本などに加工して研究

者の閲覧に供している。これと並行して資料そのものの収集・整理も行ってい

る。さらに、国内で刊行された国文学研究に関連した論文や単行本などを年度

ごとに目録として整理した「国文学年鑑」を刊行している。また当館では創設

時からコンピュータによる国文学データの蓄積に努め、現在では三種類の目録

データベースのオンライン検索サービスを行っている。またフルテキストデー

タベースやイメージデータベースなどの研究開発を進めている。

当館の情報システムの特色は、データの作成・校正・データベースサービス

から版下原稿の作成に至る全作業をメインフレーム上で行っている点にある。

コンピュータによるデータの一貫生産という概念は現在では一般的であるが、

本システムの基本設計が20年ほど前になされていたことを考えると、かなり意

欲的なシステムであったと評価できる。

ところでコンピュータのハードウェア及びソフトウェアの高機能化と低廉化

が急速に進行した結果、コンピュータはもはや研究者にとって文房具と同じ位

置づけになっている。特にパーソナルコンピュータには、多様な機能を簡単な

操作で実現できる汎用ツールを利用することにより研究者間のデータ互換性を

ある程度は保障できる、などの利点がある。

これに対して当館のシステムは、機能や安定性は高いものの小回りが利かな

い巨艦主義的代物である。テキスト処理の汎用ツールは皆無といっても過言で

はなく、当館のデータ作成ツール群は殆ど内製品である。したがって、ツール

の製作・機能拡張に伴うコストは経済的にも時間的にも高価である。その結果、
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データ生産性は20年来殆ど向上せず、したがって新しいデータベースの構築や

マルチメディア対応といった新しい情報サービスを展開できない状況にある。

このような事態を打開するため、国文学研究資料館では今後数年間にわたり、

情報システムのダウンサイジングと分散化を進めようとしている。ここでのキ

ーワードは「データの標準化」である。

本稿では、まず第二章で標準化の意義を整理した後、第三章で標準化の基礎

となるSGMLについて説明する。第四章ではSGMLに基づいたデータ変換

を国文学研究資料館蔵マイクロ資料目録データに適用した事例を述べ、最後に

第五章で今後の課題について概括する。

2．テキストデータ標準化の意義[1]

目録データは定型レコード構造の典型例であるが、それでも不定回の繰り返

しが必要なフイールドがあるなど、データベースを構築する上での問題点が多

い。例えば史料所在データのレコード中には、「要約」のような可変長テキス

トデータのフィールドが存在する。さらに「要約」フィールドには他のレコー

ドを参照する論理要素も含まれている。全文データベースの場合は、全てのフ

ィールドが可変長であり、「繰り返し」や「入れ子」などの複雑な構造を持っ

ている。

国文学研究資料館のような小規模な組織において多様なデータをコンピュー

タに蓄積しサービスするためには、資源の効率的運用の視点から何らかの標準

化が必要不可欠であることは言うまでもない。本章では、標準化の必要性と意

義をデータ作成部門、情報提供部門及び利用者の視点から考察する。

2．1データ作成部門から見たデータ標準化の意義

データ作成部門から見たデータ標準化の意義は効率化である。その第一点と

してデータの独立を挙げることができる。これは、「標準規約に従った可読デ
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－タ」であれば、特定のアプリケーションに依存しなくともデータの作成・維

持・管理が可能であることを意味する。例えば、後述するSGML

(StandardGeneralizedMarkupLanguage)に準拠して目録データを作る場合、

専用のソフトウェア以外に、普通のワードプロセッサ、エディタあるいはスプ

レッド・シートなどを用いることができる。つまり、

1）特定のアプリケーションに依存せずにデータ処理を行うことができる、

2）データ入力システムなどの開発にかかる費用と時間を削減できる、

3）最新のソフトウェアやシステムへの移行が簡単に行える、

などの利点が生まれる。

二点目は「可搬性(portability)｣、つまりネットワークやフロッピーディス

クなどを媒介としたコンピュータ間あるいはアプリケーション間のデータ交換

が容易になるということである。一般にテキストデータは複数の人間が別々に

作成し、ある時点で統合される。可搬性のある電子化テキストデータであれば

交換は容易である。また標準記述法に従ったデータであればマージなどの処理

も容易である。さらに質の異なるデータ（例えば翻刻されたテキストデータと

原本の画像データ）を同時に処理する所謂マルチメデイアデータベースを構築

する場合、相互のデータを関連づける定型的な記述法を確立しておかなければ、

データの可搬性が確保できないので、システムの構築やデータ作成作業は困難

を極めるであろう。

三点目は頻回の修正や改訂への対応である。データベースのようにデータの

更新や修正が頻繁に行われる場合、構造化された可読データであれば、機械あ

るいは人間によるデータ修正が容易に行える。またデータを共有できるので、

データ修正後の校正を複数の人間で同時に行うこともできる。

2．2情報提供部門から見たデータ標準化の意義

海外の人文学研究者の間では、古典文学のみならず歴史・哲学などの各分野
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における重要なテキストが電子化され、ネットワークなどによって流通してい

る。我が国においても多くの人文系研究者が研究の過程で様々なテキストの電

子化を行っている。テキストを電子化する目的は異なっていても、成果として

の電子化テキストデータをコンピュータに蓄積し共有化できれば、研究者個人

の研究範囲を超えた利用が可能となる。

しかしテキストデータと言っても、データの量的な視点からみると長文の小

説から短文の新聞記事まで様々である。データ構造も、完全に平板な（テキス

トのみ）ものから、章立てなど所謂テキストの論理構造を詳細に考慮したもの

まで千差万別である。データの質的な点でも小説、詩歌、仏典、目録など多様

である。情報提供部門の立場から見た場合、このようなデータの多様性を1つ

のシステム内でどのように吸収するかが問題となる。その解決策はデータとア

プリケーションの独立であり、ここでもデータの標準化とそれに準拠したツー

ルの利用が鍵となる。もしテキストの論理構造を記述する汎用の言語なり規格

があれば、それによってテキスト構造の多様性を吸収できる。また汎用の言語

あるいは規格に基づいたツールがあれば、それを基盤として情報サービスシス

テムを構築することができる。

これを目録データを例に考える。目録データには、オンライン検索に限らず、

CD-ROM、電子ブックあるいは通常の出版物など様々な形態の情報提供が

考えられる。もしn個の情報提供方式（つまりデータ形式）があり、各データ

形式間で相互にデータ変換を行おうとすれば、n2-n個の変換プログラムが必

要である。しかし標準化されたデータを中間媒体として利用できれば、必要な

変換プログラムは2n個で済む。全てのアプリケーションが標準化されたデー

タをサポートすれば、変換は無用である。

また標準化が進めば、信頼性の高い汎用アプリケーションが登場する可能性

もある。このようなアプリケーションを基盤としてシステム開発を行えば、内

製アプリケーションにかかわる工程を減らせるなど、全体として開発期間の短
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縮とコストの削減を図ることができる。

2．3利用者から見たデータ標準化の意義

データ標準化をデータ利用者からみた場合の意義は、テキストデータの検索

と処理の2点から考えることができる。

第一の意義は、テキストデータが標準仕様に従っていれば、1つのアプリケ

ーションをベースとして全てのテキストデータを一元的に管理できることにあ

る。例えば､全てのテキストデータベースが関係データモデルに基づいて構築

されていれば、SQL(StructuredQueryLanguage)のような標準問い合わ

せ言語を利用できる。つまり利用者から見れば、複数のデータベースを同じ要

領で検索できることになる。残念ながらテキストデータについての統一的な検

索言語あるいは規約は現時点では見あたらない。しかし、「1つの施設内では

1つの標準に沿ったデータ作成を行う」という原則が確立できれば、少なくと

もその施設のデータベース利用者は、同じ要領で全てのテキストデータを検索

あるは処理できる。

この考え方を押し進めると、情報提供側のデータベースサーバと利用者側の

クライアント・インターフェースを独立させる所謂サーバ・クライアント・シ

ステムにたどり着く。この場合、サーバとクライアントの間にはデータ通信の

ための規約のみが存在する。このようなシステムでは、サーバ側のアプリケー

ションが変更されたとしても通信規約が守られている限り、ユーザインターフ

ェースの変更は必要ない。反対に、ユーザの利用環境に合わせたインターフェ

ースの構築も可能である。

利用者から見たデータ標準化の第二の意義は効率的なデータ処理である。テ

キストデータは単に眺めるものではなく、それを各自のコンピュータにダウン

ロードし、研究目的に応じて加工できなければならない。ダウンロードされた

テキストデータが標準仕様のものであれば、2．1節で述べたデータ作成部門
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におけるデータ標準化と同じ効果が得られることになる。

3.SGMLによるデータ標準化

前章で述べたように、データの標準化はデータ作成者、情報提供者、利用者

にとって大きな意義がある。本章では、このようなテキストデータ標準化の具

体的な規約として、我々が導入を図りつつあるSGMLについて説明する。

電子化された可読データの交換規約としては、流通業界におけるEDI

(ElectronicDatalnterchange)、オフィス文書用のODA(ISO:

InternationalOrganizationforStandardizationでは事務文書体系:Office

DocumentArchitecture、またはCCITT:InternationalTelegraphand

TelephoneConsultativeCommitteeでは開放型文書体系:OpenDocument

Architecture)さらに出版業界を中心とした文書記述言語SGMLなどがある

[2]。また、人文科学の領域ではTEI(TextEncodingandlnterchange)の

規格制定作業が進んでいる{31.しかし、テキストの論理構造を記述できる標

準としてISOあるいはJISに定められ、かつ多数のアプリケーションが開

発されているものはSGMLのみである。ところで、国文学研究資料館ではS

GMLと同じ発想で国文学テキストの構造化を指向した「KOKINルール」

というデータ記述の規格を作成していた[41．これはテキスト構造化の研究を

開始した当時、SGMLのテキストデータへの適用可能性が未知数であったこ

と、さらに日本語対応のSGMLツールがなかったためである。しかし最近の

研究から、KOKINルールをSGMLで記述可能であることが確認された

{5,6]。

これらの成果を受けて、現在ではSGML準拠のツールを用いて、マイクロ

資料目録データのデータ変換、検索さらに版下原稿作成に至る一連のデータ処

理についての実験を行っている。以下ではその詳細について述べる。
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3.1SGMLの記述法

SGMLデータは、データ構造の定義部(DTD:DocumentType

Definition)とデータ本体からなる。以下の議論を進める前にSGMLに記述

法について簡単に説明する。図1は一般的な保険証である。保険証は国文学の

対象ではないが、調査カードなどと同様のカード型構造であるので、これを参

考にしてDTDの記述法を試みる{7]。

さて、「氏名」や「生年月日」等は「組合員」というカテゴリに含まれてい

る。同様に組合の「名称」や「組合番号」等は「発行機関」というカテゴリに

含まれる。さらに「氏名」は「よみ」と「漢字」という下位要素を持っている。

このように保険証は平面的ではなく階層的な構造を持っている（図1，(b))。

階層構造を表現する方法として文法解析の領域ではBNF(BackusNaur

Form)記法が用いられるが、これは式の左辺に上位要素を、右辺にその直下

の要素を並べたものである（図1，(c))｡

SGMLのDTDはBNFを拡張したような記法であると考えることができ、

以下のような書式になっている。

<!FIFMFNT要素名タグ省略（下位要素のリスト)>

例えば、「氏名」は「よみ」と「漢字」から成るので

<!FLEMENT氏名-0(よみ，漢字?)>

となる。2つの要素「よみ」と「漢字」の間の”,”は接続子で、要素が表記

の順番に表れることを示す。また「漢字」の後ろの”?”は要素の出現状態を

記述したもので、要素が0または1回出現することを表す。同様に”*”は0

回以上、”＋”は1回以上、何もなければ必ず1回出現することを表す。つま

り、「氏名」の下には「よみ」と「漢字」の要素がこの順序で表れ、「よみ」は

必須であるが、「漢字」はない場合もある（昔のパーソナルコンピュータでは

漢字入力ができなかったため）と定義されている。このようにして定義された

保険証のDTDが図1(d)である。なお、最後の
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<!FIFMENT記号-0(#PCDATA)>

などの"#PCDATA"は解析文字データであり、ここには値が入ると考える。

ところで、職域の健康診査では（40歳以上の場合）血液検査も受ける。その

結果は一般に図2のような構造で表現されている。これによれば、血液検査は

｢検査値」に加えて「項目名｣、「単位｣、「正常範囲」の要素から構成される。

更に検査結果には検査機関、検査日などの情報も付加されることが多い。とこ

ろで、血液検査の本質的構造は「検査値」であり、それ以外は「検査値」を修

飾する属性情報と考えられる。そこで、血液検査の要素としては検査値のみが

0個以上出現するものとし、

<!FLEMENT血液検査-0(検査値)*>

<!FIFMENT検査値-0(#PCDATA)>

のように定義できる。属性は

<!AT｢LIST検査値項目コードNMTOKEN#REOUIRED

項目名NAME#IMPLIED

単位CDATA#IMPLIED

上限値NUTOKEN#IMPL|ED

下限値NUTOKEN#IMPLIED

センターコードNMTOKEN#|MPLIED

検査コメントNMTOKENS#|MPLIED

発行日NUMBER#IMPLIED>

のように定義できる。ここで「項目コード」や「項目名」が属性で"WTOKEN"

などはデータ型を表す。また"#REQUIRED"は必須属性を、"#IWLIED"は必ず

しも指定する必要がないことを表す。つまり、血液検査は任意個の検査項目が

任意の順で表れ、その値は「検査値」で表され、属性情報としては「項目コー

ド」や「項目名」等があるが、「項目コード」のみが必須情報であると定義さ

れている。
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一一

←
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１１１１

図2．血液データの構造化

ところでSGMLの特徴は、そのデータ記述力が文脈自由文法のクラスと同

じ点にある。したがって、SGMLバーサのようなツールでは、UNIXのg

repのような、単なる文字列検索（正規文法レベルの操作）以上の機能、例

えばyaccによるデータ構造変換などと同様の機能を実現することができる。

これがSGMLツールを便利なものとしている理由の一つである。

3．2テキストの構造記述言語としてのSGML

目録データにせよ全文テキストにせよ、これらはデータ型がテキストである

不定長フィールドが複雑な構造(繰り返し・入れ子・出現順序・出現回数など）

を持ったものと見なすことができる。前述のようにSGMLはこのような構造

を記述する能力を持っている。

これに対してデータ検索には問題が多い。関係データベースにはエレガント

な数理モデルとSQLなどの標準検索言語が用意されている。しかしテキスト

データに関係データモデルを適用するには、データ構造にかなり厳しい制限を

設けなければならない{81．オブジェクト指向データベースは複雑なデータ構

造を記述し操作できるものの、体系的な論理や標準検索言語がない。

ところで、検索を「テキストデータ中の文字列検索」とみなせれば、文字列

検索エンジンを利用したデータベースシステムを考えることもできる。国文学

データの検索では、数値の大小比較などに基づく検索よりも、興味の対象を反
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ZTT GOT GPT

mit

4．5

IU/L

71

IU/L

67

M2.0～11.0
F2.5～12.0

7～40 2～35



国文学研究資料館蔵マイクロ資料目録データベースの再構築（原、土田、山田）

映した文字列に注目して検索することが多いので、この方法は有効であると考

えられる。現在、高速の文字列検索装置あるいはソフトウェアが開発・販売さ

れており、これらの多くはテキストの論理構造を扱うことができる。したがっ

て、SGMLテキストを処理できる高速の文字列検索エンジンがあれば、これ

を基盤としたデータベースシステムを構築することは可能である。

この仮説を検証するために、

1)既存の目録データ（当館蔵マイクロ資料目録）のDTDの作成

2)SGML変換ツールによるSGMLデータへの変換

3)SGMLテキスト検索ツールによるデータベースシステムの試作

4)SGMLテキストのTeXファイルへの変換と版下原稿の出力

という一連のテキスト処理実験を行った。

4．実験の概要

当館蔵マイクロ資料目録データベースは公開中のデータベースであるが、シ

ステム構成上の問題から維持の限界に達しつつある｡そのため、データ作成か

らサービスまでの全工程の見直しと、メインフレーム集中型データベースから

ワークステーション分散型データベースへの移行を検討している。今回の実験

は、そのための第一段階に位置づけられる。

4．1マイクロ資料目録の構造

マイクロ資料目録の磁気テープ上のレコード構造を図3に示す。テープ上の

各フィールドは￥で始まる簡易タグ（以下では簡易タグデータと呼ぶ）で指示

されるが、それ以外に””、”;"、”:'，などの区切り子（あるいはセパレータ）

で区分されていたり固定長で定義されているサブフィールドも存在する。

簡易タグデータを磁気テープからデータベースにロードする場合、専用のロ

ーダ(Loader)プログラム（タグ、区切り子、出現順序及び文字数などを考

-13-



慮してデータベース用のデータ構造に変換する）を利用している。ところが、

上記の構造定義に従えば（論理的に）出現が必須でなければならないフィール

ドが、実際には欠落しているなど、ローダプログラムでは対処できない事例が

多い。

例えば、簡易タグデータ中のタグ¥Fには、

¥F刊：江戸（エド)/中村／善蔵（ナカムラ／ゼンゾウ)=享和2年；★

のように刊地と書騨の情報が含まれており、"¥F刊:"の最初のフィールド

が「刊地｣、区切り子”／”以降が「害騨」となっている。したがって、論理

的には''¥F刊:"の直後の「刊地」は必須でなければならない。しかし、実

際には（不明であったりするために）

¥F刊：多田屋／利兵衛（タダヤ／リヘエ);

のように「刊地」が入力されていないことが多い。この例の場合、ローダプロ

グラムは最初の「書騨」を「刊地」として処理する。人間がこの誤りに気がつ

くのは、そのような名称の「刊地」はないという知識を持っているからであっ

て、知識のないローダプログラムには読み込んだ文字列が刊地か書騨かを区別

することはできない。

このような誤りが起こる理由は､"¥F'.において"/"が「刊地」と「書

騨」の区切りであると同時に「書騨」内の姓と名の区切りでもある、という多

義性に由来する。このために本来は必須要素ではない「刊地」がデータの出現

順序性を維持するために必須要素にならざる得なくなったためである。SGM

Lではタグの多義性は許されないので、「刊地」と「書騨」は別のタグとしな

ければならない。またDTD作成段階においてこのような誤りはコンパイラが

発見する。したがってSGMLを利用する限りこのような誤りは生じない。

4．2データの変換

今回の実験で作成したマイクロ資料目録の論理構造を図4に、そのDTDを
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国文学研究資料館蔵マイクロ資料目録データベースの再構築（原、土田、山m)

00000010￥A評判瓜のつる（ヒョウパンウリノツル）★

00000020￥B不笑（フショウ）★

00000030￥C写0001冊332024‐3★

00000040￥D025090．001E00014コマ；A；N1，N2，P3★
00000050￥E外，内：評判瓜のつる（ヒョウパンウリノッル）；★
00000060柱：瓜のつる（ウリノツル）；尾：瓜評判記（ウリヒョウパンキ）；★
00000070￥F★

00000080￥A評判千種声（ヒョウパンチグサノコエ）★

00000090￥B蜂万舎／自虫（ハチマンシャ／ジムシ）★

00000100￥C刊0001冊332024‐5★

00000110￥DO25090‐002EOOOl8コマ；A；N1，N2，P3★
00000120￥E外，内，尾：評判千種聾（ヒョウパンチグサノコエ）；★

00000130￥F刊：谷二堂（ヤジドウ）＝安永7年；★

00000140￥A評判茶臼芸（ヒョウパンチャウスゲイ）★

00000150￥B平賀／源内（ヒラガ／ゲンナイ）★

00000160￥C写0001冊332024‐6★

OOOOOl70￥DO25090‐003EOOO27コマ；A；N1，N2，P3★

00000180￥E外，内：評判茶臼萎（ヒョウパンチャウスゲイ）；★
00000190目：諸萎指南（ショゲイシナン）；★

00000200￥F★

00000210￥A風来六々部集（フウライロクロクブシュウ）★

00000220￥B平賀／源内（ヒラガ／ゲンナイ）★

00000230￥C刊0002冊332024‐8★

00000240￥DO25090‐OO4CEOOl35コマ；A；N1，N2，p3★

00000250￥E外，扉裏：風来六々部集（フウライロクロクブシュウ）；★

00000260序首：風来六部集（フウライロクプシュウ）；★
00000270￥F★

00000280￥A放屈論（ホウヒロン）★

00000290￥B平賀／源内（ヒラガ／ゲンナイ）★

00000300￥C刊0001冊332024‐8★

00000310￥DO25090‐004001EOOO48コマ；A；N1，N2，p3★

00000320￥E扉裏，序首，内，尾，賊中：放庇論（ホウヒロン）；★
00000330￥F★

00000340￥A瘻陰隠逸伝（ナエマラインイツデン）★

00000350￥B平賀／源内（ヒラガ／ゲンナイ）★

00000360￥C刊0001冊332024．8★

00000370￥DO25090‐004002EOOOl6コマ；A；N1，N2，p3★

図3．マイクロ資料目録の簡易タグデータ
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国文学研究資料館蔵マイクロ資料目録データベースの再構築（原、上田、山田）

<1－－＊*******************************************************************＊－－〉

<1－－

国文学資料研究資料館

マイクロ資料用DTDVerl､0
－－〉

<1--＊*******************************************************************＊－－＞

<1肱IYPEマイクロ資料データベース［

〈1－－ENTITY－－＞

<1ENTITY％dai”内題;目録題:扉題;扉裏題:尾題;見返し題:外題:序首題;賊首題;刊記題:柱題:奥中題:序中題

賊中題:峡外題:裏見題”＞

〈1－－ELEuENT--＞

<1ELE肥NTマイクロ資料データベース00（レコード+）＞

〈!ELEMENTレコード－0（統一書名,統一著者名1,コレクション情報,請求情報

，記載書名,その他!）＞

〈!ELEHENT統一書名00（書名）〉

<1ELEHENT書名00（#庇DATA:ヨミ）＋＞

<1ELE旺町ヨミ－0（#配DATA）＞

<1ELEMEm統一著者名－0（著者名）〉

<!ELEMENT著者名00（#PCDATA;ヨミ）＋＞

〈!ELEMENTコレクション情報－0（原本,所蔵者,函架番号）〉

<1ELEMENT原本00（#PCDATA）＞

〈!ELE肥NT所蔵者－0（#PCDATA）＞

<1ELEMENT函架番号－0（#庇DATA）〉

〈!ELEMENT請求情報－0（請求番号,紙焼請求番号,フィルム情報）＞

<1ELEuENI，請求番号00（#虻DATA）〉

〈!ELE肥W『紙焼請求番号－0（#庇DATA）〉

<1ELEuEN『フィルム情報－0（#虻DATA）〉

<!ELE肥NT記載書名－0（%dai;)＊＞

<1ELEIENT（別ai;）‐0（#配DATA:ヨミ）＋〉

〈!ELENENTその他－0（刊記!,刊年!）〉

〈!ELEMENT刊記－0（#舵DATA:ヨミ）＋〉

〈!ELEIENT刊年－0（#託DATA）〉

]〉

図5．マイクロ資料目録のDTD

図5に示す。構造の概略は、マイクロ資料目録は1つ以上のレコードから構成

され、各レコードは「統一書名｣、「統一著者名｣、「コレクション情報｣、「請求

情報｣、「記載書名｣、「その他」がこの順序で現れる。上記の「刊地」と「害騨」

は「その他」にまとめられている。これは簡易タグデータを利用して実験した

ため、上記のローダプログラムと同じ理由で「刊地」と「書騨」を正しく分離
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することが不可能なためである。

データの変換手順は上記のデータベースへのローダプログラムと同じである

が、ここではSemaSoftwareTechnology社製のSG

MLデータ変換ツール(MARK-IT)を利用した191｡MARK-ITは

SGMLバーサの一種で、

1)簡易マークアップされたテキストを自動的にフルマークアップする、

2）データの妥当性を検査する、

3)SGMLデータを他の言語体系へ変換する、

などの機能を持っている。マイクロ資料目録データベースの簡易タグデータの

構造は、上記のようにデータのマークアップが必ずしも定型的ではないので、

1）文字数、ブランク、区切り子などによってレコードを必要な要素レベルに

まで分割する、

2)SGMLタグが必要な要素、SGMLタグの挿入が確定している要素には

SGMLタグを挿入する、

という前処理を行った後に、

3)MARK-ITによるデータ検証と終了タグの挿入などを行う、

という手順で変換を行った。この過程を図6に、前処理の詳細を付録に示す。

図7はこの処理でマークアップされたマイクロ資料目録のSGMLフルマー

クアップデータである。標準的なSGMLのマークアップでは、任意の要素

(例えば「外題｣）は開始タグ”＜外題＞'，と終了タグ”＜/外題＞”で囲まれた

領域に記述される。要素の階層関係はタグの包含関係によって表現される。例

えば図7の「請求情報｣、「請求番号｣、「紙焼請求番号」及び「フイルム情報」

の階層関係は

く請求情報〉

〈請求番号>025090－002</請求番号〉

〈紙焼請求番号>E</紙焼請求番号〉
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国文学研究資料館蔵マイクロ資料目録データベースの再構築（原、土田、山田）

〈フイルム情報>00018コマ;A;N1,N2,P3</フイルム情報〉

</請求情報〉

となっており、「請求番号｣、「紙焼請求番号」及び「フィルム情報」は同じし

ベルで、それを包含するレベルが「請求情報」であることを示している。

マイクロ資料目録
簡易SGMLタグデータ

＜二二二＞
マイクロ資料目録
SGMLフルタグデータ．

TeXデータ
ファイル

一－一

ー_一一

DVIファイル

呪

マイクロ資料目録
I)Tl）

マイクロ資料目録
I)TD

Mark-itVer2.3:SGMLパーサ

TeXforWindows:日本語TeX統合環境ソフト

マイクロ資料目録専用
簡易タグ変換プログラム

Mark－it

Mark-it

TeXfoWnidows

TeXfoWnidows

図6．マイクロ資料目録データのSGMLデータへの変換工程
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<マイクロ資料データベース＞

<レコード><統一書名><書名>評判瓜のつるくヨミ〉ヒョウパンウリノツル</ヨミ〉

</書名></統一書名><統一著者名><著者名>不笑くヨミ＞フショウ</ヨミ〉

</著者名></統一著者名><コレクション情報><原本>写0001冊</原本><所蔵者＞33202</所蔵者><函架番号＞4‐3

</函架番号></コレクション情報><請求情報><請求番号>025090‐001〈/請求番号><紙焼請求番号>E</紙焼請求番

号><フイルム情報〉00014コマ；A；N1，N2，P3

</フィルム情報></請求情報><記載書名><外題>評判瓜のつるくヨミ〉ヒョウパンウリノツル</ヨミ＞</外題><内題>評判瓜の

つるくヨミ＞ヒョウパンウリノツル</ヨミ〉</内題><柱題>瓜のつるくヨミ〉ウリノツル</ヨミ＞</柱題><尾題>瓜評判記<ヨミ〉

ウリヒョウパンキ<／ヨミ〉

</尾題></記載書名><その他></その他><／レコード＞

<レコード><統一書名><書名>評判千種声くヨミ＞ヒョウパンチグサノコエ</ヨミ＞

</書名></統一書名><統一著者名><著者名>蜂万舎／自虫<ヨミ〉ハチマンシャ／ジムシ</ヨミ〉

</著者名></統一著者名><コレクション情報><原本>刊0001冊</原本><所蔵者>33202</所蔵者><函架番号〉4‐5

</函架番号></コレクション情報><請求情報><請求番号>025090‐002</請求番号><紙焼請求番号>E</紙焼請求番
号><フイルム情報＞00018コマ；A；N1，N2，P3

</フィルム情報></請求情報><記載書名><外題>評判千種聾<ヨミ〉ヒョウパンチグサノコエ</ヨミ〉</外題><内題>評判千樋
聾〈ヨミ〉ヒョウパンチグサノコエ</ヨミ〉</内題><尾題>評判千種聾<ヨミ〉ヒョウパンチグサノコエ</ヨミ〉

</尾題></記載書名><その他><刊記>谷二堂<ヨミ〉ヤジドウ</ヨミ></刊記><刊年>安永7年

</刊年></その他><／レコード＞

〈レコード><統一書名><書名>評判茶臼芸<ヨミ＞ヒョウパンチャウスゲイ</ヨミ＞

</書名></統一書名><統一著者名><著者名>平賀／源内くヨミ〉ヒラガ／ゲンナイ</ヨミ＞

</著者名></統一著者名><コレクション情報><原本>写0001冊〈/原本><所蔵者>33202</所蔵者><函架番号＞4．6

</函架番号></コレクション情報><請求情報><請求番号>025090‐003</請求番号><紙焼請求番号>E</紙焼請求番
号><フィルム情報>00027コマ；A；N1，N2，P3

</フィルム情報></請求情報><記載書名><外題>評判茶臼薮<ヨミ＞ヒョウパンチャウスゲイ</ヨミ＞</外題><内題>評判茶臼
墓<ヨミ〉ヒョウパンチャウスゲイ</ヨミ〉</内題>〈目録題>諸萎指南<ヨミ〉ショゲイシナン</ヨミ〉

</目録題></記載書名><その他></その他><／レコード＞

〈レコード><統一書名><書名>風来六々部集<ヨミ＞フウライロクロクブシュウ</ヨミ〉

</書名></統一書名><統一著者名><著者名>平賀／源内<ヨミ〉ヒラガ／ゲンナイ</ヨミ〉

</著者名></統一著者名><コレクション情報><原本>刊0002冊</原本><所蔵者>33202</所蔵者><函架番号>4．8

</函架番号></コレクション情報><請求情報><請求番号>025090‐OO4C</請求番号><紙焼請求番号>E</紙焼請求
番号><フィルム情報＞00135コマ；A；N1，N2，P3

</フィルム情報></請求情報><記載書名><外題>風来六々 部集くヨミ＞フウライロクロクブシュウ</ヨミ＞</外題><扉裏題>風
来六々部集<ヨミ〉フウライロクロクブシュウ</ヨミ〉</扉裏題><序首題>風来六部集くヨミ＞フウライロクプシュウ</ヨミ〉

</序首題></記載書名><その他></その他></レコード〉

〈レコード><統一書名><書名>放庇論<ヨミ〉ホウヒロン</ヨミ＞

</書名></統一書名><統一著者名><著者名>平賀／源内<ヨミ＞ヒラガ／ゲンナイ</ヨミ〉

</著者名></統一著者名><コレクション情報><原本>刊0001冊〈/原本><所蔵者>33202</所蔵者><函架番号>4‐8
</函架番号></コレクション情報><請求情報><請求番号>025090‐004001</請求番号><紙焼請求番号>E</紙焼
請求番号><フイルム情報>00048コマ；A；N1，N2，P3

</フィルム情報></請求情報><記載書名><扉裏題>放庇論<ヨミ＞ホウヒロン</ヨミ＞</扉裏題><序首題>放庇論くヨミ〉ホウヒ

ロン</ヨミ〉</序首題><内題>放庇論〈ヨミ＞ホウヒロン</ヨミ〉</内題><尾題>放庇論<ヨミ〉ホウヒロン</ヨミ＞</尾題><賊中
題>放展論くヨミ＞ホウヒロン</ヨミ〉

〈/践中題></記載書名><その他></その他></レコード＞

〈レコード><統一書名><書名>瘻陰隠逸伝<ヨミ〉ナエマラインイツデン</ヨミ〉・・・・・・・・・・・・・・・・

図7．マイクロ資料目録のSGMLフルタグデータ

4．3検索

今回の実験では文字列検索エンジンにカナダのOPENTEXT社製のP

atを用いた｡Patには、

1)ストップ語を含む全文検索、

2）検索文字列との前方一致検索（今回の実験において、検索は文字列の開始
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位置に基づいているため検索は前方一致となるが、日本語の場合は文字ごと

に開始位置をしているために、中間一致でもあり後方一致でもある)、

3）近接演算を指定した検索（文字列の順序を指定することも可能である)、

4）出現頻度を指定した検索、

5)SGML文書などの構造化されたテキストデータを高速に検索（要素や階

層を考慮した検索が可能である)、

6）同義語検索、

7）複数のファイルを同時に検索、

などの機能がある。

Patによる日本語検索は、DTDで定義された要素名と検索文字列を指定

した、階層的を意識した文字列の中間一致検索となる。例えば、目録データベ

ースで「著者名」が”平賀源内”である「書名」を検索する場合、データ要素

としてく著者名＞、検索文字列として”平賀源内"、出力要素としてく書名＞

を指定する。検索エンジンはく著者名＞とく／著者名＞で囲まれた領域を検索

し、”平賀源内”という文字列を発見すると、その文字列が存在するくレコー

ド＞中のく書名＞とく／書名＞で囲まれた文字列を返す（図8）。これは通常

のデータベースにおけるフィールドとキーワードの指定に相当する。

さらに、検索文字列を”瓜"、データ要素を「記載書名」とすると、「外題｣、

｢内題｣、「尾題｣」など、「記載書名」以下の全要素を対象に検索を行う。この

ように検索の範囲を任意のレベルに設定できる点が、通常のデータベース検索

と大きく異なる部分である。

4．4版下原稿の作成

データをSGML化する目的の一つは、SGMLデータを中間データとして

多様なデータ構造の変換を実現することである。今回の実験では、版下原稿の

作成を試みた。
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図8.Patによるマイクロ資料目録の検索例

ところでSGMLの本来の目的は、テキストの論理構造とレイアウト構造を

分離することによって生産性の向上を図ることであった。この紀要を例にする

と、編集委員会から著者に与えられたレイアウト上の作成指針は、各ページの

行数と各行の文字数のみである。したがって、章・節番号の付け方、文字サイ

ズ、フォント、インデントなどは著者の自主性に任される。したがって、ある

著者の章・節番号の付け方は「1.･･1.1･･1.1.1..」かもしれなし、別

の著者の場合は「1.･･(1)･･」かもしれない。またある著者は章タ

イトルをボールドで表すかもしれないし、別の著者はイタリックかもしれない‘

これでは統一のとれたレイアウトを維持することは困難である。

本来、書籍の体裁は編集者がレイアウトを一元的に管理することで維持され

てきた。つまり、フォントなどの情報は、印刷所に送る原稿に編集者が注釈と
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して付け加えていた（これが本来のマークアップである)。他方WYSIWY

G(WhatYouSeelsWhatYouGet)機能を持ったワードプロセッサの普及

により自由なレイアウト操作がユーザに解放された結果、テキストは編集者の

意図とは無関係（無節操に）に派手であったり、ワードプロセッサ間のデータ

互換性が保証されていないため、せっかくの電子化テキストであっても、その

まま電子出版に利用することは困難であった。

この問題を解決するため、テキストの論理構造とレイアウト構造を分離し、

SGMLが論理構造の部分を受け持つことになった[10]・他方、ISOの標準

として文書スタイル意味指定言語DSSSL(DocumentStyleSemantics

andSpecificationLanguage)の審議が進んでいるとのことである。これはS

GMLのDTDで定義されている各要素に対して、編集者がどのような整形を

行うかを示す言語で、整形システムやプロセッサなどからは独立した規格とな

っている。

残念ながらSGMLやDSSSLを直接理解できる整形ツールはまだ存在し

ないので、今回の実験では、変換プログラムによって、

1)SGMLデータからLaTeXデータファイルを生成

2)LaTeXデータファイルからDVIファイルを生成

3）ポストスクリプトを整形ツールとして印刷

という手順で版下原稿を作成した。ここで中心となる作業は1）であり、この

変換にもMARK-ITを利用した。MARK-ITにはAIL

(ApplicationlnterfaceLanguage)という機能があり、MARK-ITに一種

のマクロプログラムを与えることによって、SGMLファイルを他のフォーマ

ットのデータに容易に変換することができる。図9にマイクロ資料目録データ

をLaTeXに変換するためのAILを示す。また、図10に図7のSGMLデ

ータの出力例を示す。
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この上は、図5のDTD

<!LINKTYPEtexマイクロ資料データベース#IMPLIED[

<!LINK#INITIAL

マイクロ資料データベース

--APPSTARTASSIGN""TOtexfileSYSTEM"out.tex"

ADD"¥docLnentstyle[a4j]{jarticle}

¥title{マイクロ資料目録データベース｝

Yauthor{国文学研究資料館｝

Ydate{}

¥begin{document}
Ymaketitle

”TOtexfile

ENDADD”

Yend{document}"TOtexfile

CL略Etexfile－－

書名--APPSTARTASSIGN"No"TOflag
ADD”

Ybegin{tabular}{|p{20zw}|p{20zw}|}¥hline

{¥bf"TOtexfile

DATAADD#DATATOtexfile

ENDADD"}&"TOtexfile-

ASSIGN"Yes"TOflag

ADD#DATATOtexfile

ADD"YWhline

著者名 --APPSTART

DATA

END

¥end{tabular}

"TUtexfile--

請求情報--APPSTART#ENTCONDflag="No"ADD"W¥hline

Yend{tabular}"TOtextfile

ADD”

Ybegin{tabular}{lllllll}¥hline
"mtexfile

ADDbufflTOtexfile

ADD"&"TOtexfile

ENDADD"¥Whline

Yend{tabular}

”TOtexfile

請求番号 ｍ
Ⅶ
ｍ

Ａ
”
２

Ｔ
ｆ

Ａ
＆
ｆ

Ｏ
ｕ

＃
齢
ｂ

Ｏ
Ｄ
Ｏ

心
仙
岨

ＡＴ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
ＰＰＡ texfile

texfile

texfile 一一

原本

函架番号

--APPDATAASSIGN#DATATObuffl--

--APPDATAASSIGN#DATATUbuff2--

図9．SGML化マイクロ資料目録データのLaTeX変換用AIL
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マイクロ資料目録データベース

国文学研究資料館

評判瓜のつる【ヒョウバンウリノツル】｜不笑【フシヨウ】

0（〕0259（〕‐（〕014‐3

外題評判瓜のつる【ヒョウバンウリノツル】

内題評判瓜のつる【ヒョウバンウリノツル】

柱題瓜のつる【ウリノツル】

尾題瓜評判記【ウリヒョウバンキ】

評判千種声【ヒョウバンチグサノコエ】｜蜂万舎／自虫【ハチマンシヤ／ジムシ】

外題評判千種聾【ヒョウバンチグサノコエ】

内題評判千種聲【ヒョウバンチグサノコエ】

尾題評判千粒盛【ヒョウバンチグサノコエ】

刊記：谷二堂【ヤジドウ】刊年：安永7年

鶚箒蒜鶚票票猯三岳童ご渥吐亘互ご塑型
外題評判茶臼藝【ヒョウバンチャウスケイ】

内題評判茶臼蕊【ヒョウバンチャウスケイ】

目録題諸藝指南【ショケイシナン】

儒需諾鶚毫祭器L筈鋤-些型竺土型
外題風来六々部集【フウライロクロクプシュウ】

扉奥胆肌来六々部典【フウライロクロクブシュウ】

序首題風来六部集【フウライロクブシュウ】

縣 需雨一
扉裏題放庇論【ホウヒロン】

序首題放屈論【ホウヒロン】

内題放尻論【ホウヒロン】

図10．マイクロ資料目録の版下出力例
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4．5実験のまとめ

以上の実験では目録データをSGMLデータに変換し、検索と版下原稿の作

成に利用した。結論としては、SGMLデータ利用の有効性を確認できたもの

と考えている。ただし検索用GUI(GraphicUserlnterface)にはOPE

N-TEXTの標準ツールを利用したため、操作性の悪さが目立った。しかし、

GUIはOPEN-TEXTの検索エンジンから独立したアプリケーションで

あり、また検索エンジンとの命令交換は一種の規約に基づいているので、ユー

ザあるいは情報提供部門において新しいアプリケーションを作成することも可

能である。したがって、これは本質的な問題ではないと考える。

5．今後の課題

前章の実験成果に基づいて、SGMLをベースとしたシステムの拡張を検討

している。以下ではその概要について述べる。

5．1漢字

古典資料のデータベース化に立ちはだかる大きな壁は漢字である。専門家に

よれば国文学資料を電子化するには少なくとも数万字以上の字形が必要であり、

現在のJIS第1，2水準(6355文字）及び補助漢字集合(5801文字）を合わ

せても遥かに及ばない。当館でも外字を作成しているが（字形として約2000、

フオントとして約4700）焼け石に水である。

漢字の問題を困難にしているのは字数の多さだけではない。データ作成の側

から見ると字形同定の問題がある。当館において外字を作成する場合、字形の

雛形として大漢和辞典などを参考にしている。したがって厳密に言えば、元の

字形を辞典の字形に当てはめた段階で字形は変形していることになる。「白」

の真ん中の「一」が左の「｜」に付くか否かで字形は異なるのだ、という議論

が成立する世界において、外字と字形同定は表裏一体の難問である。
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サービスを受ける側から見ると、インターネット上の端末では外字が表示で

きないという問題がある。この解決法は幾つかあるが、1つの方法は館内利用

のデータとインターネット上で利用するデータの字形を使い分けるということ

である。つまりデータ作成の段階では1つの漢字について必要ならば外字コー

ドとJIS標準内の漢字コードを併記し、版下原稿には外字コードを、ネット

ワーク用にはJIS標準内の漢字コードを適当に切り替えて使おうというもの

である。

同じ漢字に2つのコードを割り当てねばならないのでデータ作成はやや複雑

になるが、データ記述にSGMLを使うと、このような仕掛けを作ることは比

較的容易である。一つの具体例としてSGMLのマーク済み宣言の利用が挙げ

られる{lll。例えば、異体字の「斉」と「斎」（この場合はどちらもJIS標

準漢字であるが）を適当に切り替えて使うことを考える。切り替えの対象とな

る漢字をSGMLタグを用いてく異体字〉でマークアップし、状態キーワー

ド指定をパラメータ実体%INTR(標準字）と%EXTR(異体字）で表したとす

ると、「斉」と「斎」は

く異体字><![%INTR;[斉]]><![%EXTR;[斎]]></異体字〉

のように記述できる。ここで実体宣言として%INTRの実体を"INCLUDE"、%EXTR

の実体を"IGNORE"と設定すれば「斉」が、反対に設定すれば「斎」が出力さ

れる。つまりネットワーク用か版下用かに応じて漢字を適当に切り替えてデー

タベースを作成することが可能である。あるいはSGMLタグの属性を利用し

て同様の仕掛けを作ることも可能であろう。現在、これらの方法の有効性につ

いて、データ作成とデータ利用の面から検証を進めている。

しかし、これらの方法を採用しても、ネットワークユーザが本来の字形を見

ることはできない。しかし検索結果に原本のイメージ情報を併用できれば、こ

の欠点を補うことは可能であろう。そのためにも後述の画像情報サービスが重

要となる。
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また別の方法としてHotJavall21に代表されるインターネットアプリ

ケーションを利用する手段も考慮する価値がある。HotJavaはWWW

(World-WideWeb)の上で稼働するブラウザ・アプリケーションの一つであ

る。通常のブラウザとの違いは、データだけではなくプログラムもWWWサー

バから自動的にロードしてHotJavaの上で実行できることにある。例え

ば、当館側のWWWサーバに外字データと検索プログラムを用意しておけば、

ユーザ側で自動的にフォントとプログラムをロードして当館データベースが利

用できる環境を構築することも可能となる。

5．2目録の統合

当館では3種類の目録データベースを公開しているが、マイクロ資料目録デ

ータベースと和古書目録データベースは当館蔵資料目録である。利用者の立場

からすると、どちらも館蔵資料であるのにデータベースを別々に検索しなけれ

ばならないというのは不便である。

図11は両目録データベースのオンライン公開用項目を並記したものである。

これから分かるように、両目録は基本的に同じデータ構造である。違いは、

1）データ収録の際の判断がフイルムか原本かに依存したフィールド、

2）物理的な管理フィールド、

の有無である。例えば、書写者・書写年・印記等は、フイルムに依存した作業

では判断できかねるフィールドである。また残欠表示について、和古書の場合

は原所蔵者（国文学研究資料館）の情報として収録できるが、マイクロフイル

の場合はフイルムとして撮影・収集されている状態の情報として収録せざるを

得ない。これらのフィールドについては、フイルム媒体の限界を完備できる情

報の収録法を考える際には、是非とも検討されるべきものである。

しかし基本的な書誌情報においては一致するものであり、作品名・著者名・

記載書名等については、フイルムか原本かの媒体による違いはない。作品を検
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索する際の有効な方法である書名情報の収録については、全く同一の作業であ

る。例えば、全国各地の所蔵者から収録されてくるマイクロフイルムの場合、

同一の膨大な資料をコントロールするためには統一書名によらざるを得ない。

一方、原本の書名のあり方を考慮してできるだけ多くの記載書名を収録する方

法は、多方向からの検索を可能としている。和古書においても、記載書名の採

録は有効なものである。

両目録の物理的な相違から発生する内容を適切に処理することによって、両

目録データを統合し、新しい「館蔵目録システム」を構築する可能性を探って

いる。

ﾗﾍ゙ﾙ名 ﾏｲｸﾛﾃ診‐ﾀﾌｨー ﾙﾄ 和古書･ﾃ゙ ﾀーﾌｨーﾙﾄ゙ 備 考

統一書名 240$a,240$n

著者名 100

記載書名 160～230

合題 239 合題1.2とも含む

叢書名 243$aｲﾝﾃ゙ ｨｹー ﾀの

合綴書名 243$aｲﾝﾃ゙ ｨｹー ﾀ1

参照書名 945$a

出版地･書陣 260$1,260$"

刊年 260$yor260$x

書写者 270$写

書写年 270$yor270$x

原本･対照事項 300$a～$c,850$b 300$a～$e

ｺﾏ数 310$a,$b 一

叢書注記 328$a

残欠表示：存 330,10$b

残欠表示：欠 330,00胞

注記 333$a,335",338"

印記 340$a

寄託者 362$a

所蔵者･ｻー ﾋ゙ ｽ区分 850$c,360$a ﾛー ﾄ゙ 時に所蔵者付加

請求記号 035$a～$b 035$d･･･B

ﾌィルム 035$d･･･M

紙焼写真本 035$c 035$d･･･C

収録目録

図11．マイクロ資料目録・和古書目録共通データ項目（オンライン公開用）
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5．3タグの高度化と付加価値

前章で作成したシステムには、

1)LOOKコマンドに対応した機能の再現

2)GUIモード以外にラインモード・インターフェースも用意する[131

など、実用化に向けて多くの機能の付与と拡張が必要である。

目録システムに関連して最優先で考盧すべき点は画像情報である。首都圏の

研究者であれば、データベースを検索し、所望の文献があれば来館し、閲覧す

ることは比較的簡単である。しかし遠隔地あるいは海外の研究者が来館するの

は容易ではない。実際、「FAX程度の粗い質でもよいから取りあえず文献を

見たい」という意見が特に海外では強い。画像の精度を多少犠牲にしても、ネ

ットワーク等による情報提供の方法を考えなければならない時期にきているも

のと考える。SGMLデータに画像ファイルへのリンク情報を埋めることは簡

単である。現在5．3で述べた検討と並行して画像情報の埋め込みによるDT

Dの拡張を行っている。

6．まとめ

当館蔵マイクロ資料目録データを素材として、SGMLによるデータ記述法

とデータ変換法、SGMLデータと文字列検索エンジンを基盤とした検索シス

テム、および版下原稿作成の試作を行い、SGMLを基盤としたデータベース

システムの有効性を確認した。今後はシステムのパフォーマンスなど実運用に

耐えられるか否かの検討を経た上で、業務システムの設計を行う予定である。

また、テキストとイメージをリンクしたマルチメディアデータベースの実験も

行うことを考えている。
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付録

(マイクロ資料目録データの変換処理）

1．不必要なデータの削除

（1）マイクロ資料目録データのSGMLフルタグデータにおいて必要の無

いコード（レコード番号、半角ブランク、半角文字、★、★；）をレ

コードから削除する｡

2．統一書名データ（独自タグ"¥A''のデータ）変換

(1)当目録データ構造では、第二階層にはレコード要素が存在しなくては

ならないので、第三階層の先頭要素である統一書名要素の前にレコー

ド要素の開始である”＜レコード＞”のスタートタグを挿入する。

（2）独自のタグ(¥A)を統一書名要素の開始と考え、"<統一書名>"

のスタートタグに変換する。

（3）当目録データ構造では、統一書名要素配下の先頭に書名要素が存在し

なくてはならないので、統一書名スタートタグの次に”＜書名＞”の

スタートタグを挿入する。

（4）書名要素配下にはヨミ要素が存在する場合があるので、書名データ内

の”(”をヨミ要素の開始と判断し、”＜ヨミ＞”のスタートタグに変

換する。また、”(”以降に最初に現れた”)”をそのヨミ要素の終了

と判断し、”＜／ヨミ＞”のエンドタグに変換する。なお、ヨミ要素

の開始からヨミ要素の終了までの間に存在する”(”は、ヨミ要素の

開始とは判断せず、ヨミデータとして扱う。

3．統一著者名要素データ（独自タグ"¥B"のデータ）変換
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（1）独自のタグ(¥B)を統一著者名要素の開始と考え、''<統一著者

名＞”のスタートタグに変換する。

（2）当目録データ構造では、統一著者名要素配下の先頭に著者要素が存在

しなければならないので､統一著者名スタートタグの次に”＜著者＞”

のスタートタグを挿入する。

（3）著者要素配下にはヨミ要素が存在する場合があるので、著者データ内

の”(”をヨミ要素の開始と判断し、”＜ヨミ＞”のスタートタグに変

換する。また、”(”以降に最初に現れた”)”をそのヨミ要素の終了

と判断し、”＜／ヨミ＞”のエンドタグに変換する。なお、ヨミ要素

の開始からヨミ要素の終了までの間に存在する”('’は、ヨミ要素の

開始とは判断せず、ヨミデータとして扱う。

4．コレクション情報要素データ（独自タグ"¥C"のデータ）変換

（1）独自のタグ(¥C)をコレクション情報要素の開始と考え、"<コレ

クション情報＞”のスタートタグに変換する。

（2）当目録データの構造では、コレクション情報要素配下の先頭に原本要

素が存在しなくてはならないので、コレクション情報スタートタグの

次に”＜原本＞”のスタートタグを挿入する｡なお、コレクション情

報データの最初の6文字が原本データとなる。

（3）原本要素の次には所蔵者要素が存在しなくてはならないので、原本デ

ータの次に”＜所蔵者＞”のスタートタグを挿入する。なお、原本デ

ータの次の5文字が所蔵者データとなる。

（4）所蔵者要素の次には函架番号要素が存在するので、所蔵者データの次

に”＜函架番号＞”のスタートタグを挿入する。なお、所蔵者データ

以降全て函架番号データとなる。
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（2）（3）（4）において、コレクション情報のデータが足りないため分割

しても要素内のデータが正しい長さではない、要素内にデータがないなどの

異常が発生した場合でも必ず各スタートタグは挿入する。

5．請求情報要素データ（独自タグ"¥D"のデータ）変換

（1）独自のタグ(¥D)を請求情報要素の開始と考え、''<請求情報>"

のスタートタグに変換する。

（2）目録データの構造において、請求情報要素配下の先頭に請求番号要素

が存在しなくてはならないので、請求情報スタートタグの次に、”＜

請求番号＞”のスタートタグを挿入する。なお、請求情報データの最

初の15文字が請求番号データとなる。また、請求番号データ内のブラ

ンクは当目録データのSGMLフルタグデータにおいて不必要なデー

タなので存在した場合には削除する。

（3）請求番号要素の次には紙焼請求番号要素が存在しなくてはならないの

で、請求番号データの次に”＜紙焼請求番号＞'，のスタートタグを挿

入する。なお、請求番号データの次からブランクまでが紙焼請求番号

データとなる。

（4）紙焼請求番号要素の次にはフィルム情報要素が存在しなくてはならな

いので、紙焼請求番号データの次に，'＜フイルム情報＞”のスタート

タグを挿入する。なお、紙焼請求番号データ内のブランクは当目録デ

ータのSGMLフルタグデータにおいて不必要なデータなので、存在

した場合には削除する。

＊（2）（3）（4）において、請求情報のデータが足りないため分割しても

要素内のデータが正しい長さではない、要素内にデータがないなどの異常が発

生した場合でも必ず各スタートタグは挿入する。
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6．記載書名要素データ（独自タグ"¥E"のデータ）変換

（1）独自のタグ(¥E)を記載書名要素の開始と考え、"<記載書名>"

のスタートタグに変換する。

（2）記載書名配下の各独自タグを各要素の開始と考え、各要素のスタート

タグに変換する。なお、記載書名データ内に重複要素（｢タグ，・・

タグ：データ｣）が存在する場合があるが、このようなデータはMa

rk-itでは処理できないため、各要素に対してデータを振分け、

各独自タグを各要素のスタートタグに変換する。

【各独自タグと各SGMLスタートタグ対応表】

（3）記載書名配下の各要素配下にはヨミ要素が存在する場合があるので、

各要素データ内の”(”をヨミ要素の開始と判断し、”＜ヨミ＞”のス

タートタグに変換する。また、”(”以降に最初に現れた”)”をその

ヨミ要素の終了と判断し、，，＜／ヨミ＞”のエンドタグに変換する。

なお、ヨミ要素の開始からヨミ要素の終了までの間に存在する”(，’

は、ヨミ要素の開始とは判断せず、ヨミデータとして扱う。
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独自タグ スタートタグ 独自タグ スタートタグ

内： <内題＞ 賊首： <賊首題＞

月：

一

扉：

＜目録題＞

<扉題＞

刊：

柱：

<刊記題＞

<柱題＞

一

■
●扉裏 <扉裏題＞ 奥中： <奥中題＞

尾： <尾題＞ 序中： <序中題＞

見： <見返し題＞ 賊中： <賊中題＞

外： <外題＞ 峡： <峡外題＞

序首： <序首題＞ 裏見： <裏見題＞



7． その他要素データ（独自タグ"¥F''のデータ）変換

（1）独自のタグ(¥F)をその他要素の開始と考え、"<その他>"のス

タートタグに変換する。

（2）目録データの構造において、その他要素配下には刊記要素、刊年要素

が存在する可能性があり、両要素が存在する場合には必ず刊記要素が

先になくてはいけない。よって、その他データ内に”刊：”の文字列

があるかを確認し、ある場合にはそれを刊記要素の開始と考え、”＜

刊記＞”のスタートタグに変換する。無い場合には刊記要素は存在し

ないことになる。そして刊記要素が存在する場合には、”刊：”以降

に”＝”があるかを確認し、ある場合には”＝”を刊年要素の開始と

考え”＜刊年＞”のスタートタグに変換する。ない場合には刊年要素

は存在しないことになる。”刊：”から”＝”までが刊記データ、”＝”

以降が刊年データとなる。刊記要素が存在しない場合には、その他デ

ータ内に”＝”があるかを確認し、ある場合には、”＝”を刊年要素

の開始と考え、”＜刊年＞”のスタートタグに変換する。，'＝”以降が

刊年データとなる。

（3）刊記要素配下にはヨミ要素が存在する場合があるので、刊記データ内

の”(”をヨミ要素の開始と判断し、”＜ヨミ＞”のスタートタグに変

換する。また、”(”以降に最初に現れた”)”をそのヨミ要素の終了

と判断し、”＜／ヨミ＞”のエンドタグに変換する。なお、ヨミ要素

の開始からヨミ要素の終了までの間に存在する”(”は、ヨミ要素の

開始とは判断せず、ヨミデータとして扱う。
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